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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピーカであって、
　単一体のケース（１０１）と、
　画像を表示するように構成されたディスプレイアセンブリ（１２）と、
　前記ディスプレイアセンブリ及びディスプレイ支持部と、前記ケースとの間の空間を封
止すると共に、前記ディスプレイアセンブリ及び前記ディスプレイ支持部が前記ケースに
対して動くことを可能にする可撓性ガスケット（１０３）と、
　前記可撓性ガスケットを介して、前記ディスプレイ支持部に繋げられると共に、前記デ
ィスプレイ支持部との間に空隙（１３１１）が形成されるように配されるシャシと、
　前記ディスプレイアセンブリを駆動して前記ケースに対して動かし、音波を生成する、
少なくとも１つの振動要素（１４０１）と、
　前記スピーカの内部空間に配置されたトランシーバと、
　前記スピーカの内部の圧力と外部の圧力とが等しくなることを可能にする少なくとも一
つの孔と、
を備えたスピーカ。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの振動要素は、前記振動要素と前記ディスプレイアセンブリとの直
接結合か、前記振動要素と前記ディスプレイアセンブリとの間接結合かの少なくともいず
れかによって前記ディスプレイアセンブリを駆動するように構成される少なくとも１つの
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圧電アクチュエータを備える、請求項１に記載のスピーカ。
【請求項３】
　前記可撓性ガスケットは、一端で前記ケースに結合され、別の端で前記ディスプレイア
センブリに結合された懸架部を備え、前記懸架部は、前記懸架部の撓み力によって、前記
ディスプレイアセンブリを前記ケースに対して懸架するように構成される、請求項１また
は２に記載のスピーカ。
【請求項４】
　前記懸架部は、弾性屈曲面の撓み力によって前記ディスプレイアセンブリを前記ケース
に対して懸架するように構成された弾性屈曲面である、請求項３に記載のスピーカ。
【請求項５】
　前記可撓性ガスケットは、
・　前記ディスプレイの動きの方向に固定された懸架をもたらすように、前記可撓性ガス
ケットの位置を前記スピーカの内部に係止するように構成された第１の支持部（２０３）
と、
・　ディスプレイアセンブリに組み合わされるフレームを形成するように構成され、前記
ディスプレイアセンブリが前記可撓性ガスケットの懸架部に繋げられるようにする第２の
支持部（２０１）と、
の少なくともいずれかを備える、請求項３または４に記載のスピーカ。
【請求項６】
　前記ディスプレイアセンブリを駆動することは、
・　ディスプレイ部品と、
・　ディスプレイウインドウと、
の少なくともいずれかが動く結果を生む、請求項１から５の何れかに記載のスピーカ。
【請求項７】
　前記ディスプレイ支持部は、前記ディスプレイアセンブリの少なくとも１つの方向への
動きを許容するように、前記ディスプレイアセンブリの動きを前記少なくとも１つの方向
に機械的に限定するように構成される、請求項１から６の何れかに記載のスピーカ。
【請求項８】
　更なる内部構成要素を少なくとも１つ備え、前記少なくとも１つの更なる内部構成要素
は、
　少なくとも１つのカメラと、
　少なくとも１つのマイクロホンと、
　少なくとも１つのデータソケットと、
　少なくとも１つの電源ソケットと、
　印刷配線板と、
　印刷回路板と、
　ＳＩＭ組立体と、
　入力キーまたはボタンと、
　カメラフラッシュと、
　電池と、
　電池フレームと、
を更に含む、請求項１から７の何れかに記載のスピーカ。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの孔は、
　通気孔と、
　ＡＶジャック孔と、
　ＵＳＢ孔と、
　電源プラグを収容するように構成された電源ポートと、
　データプラグを収容するように構成されたデータポートと、
のいずれかである、請求項８に記載のスピーカ。
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【請求項１０】
　前記スピーカの内部空間は、
・　前記スピーカのために調整された周波数応答をもたらすために、少なくとも１つの内
部構成要素によって分割されるか、または、
・　前記ケース、前記ディスプレイ、及び前記可撓性ガスケットの内面によって形成され
るか、
の少なくともいずれかである、請求項１から９の何れかに記載のスピーカ。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの振動要素は、触覚フィードバックを生じさせるために、前記ディ
スプレイを前記ケースに対して動かすべく構成される、請求項１から１０の何れかに記載
のスピーカ。
【請求項１２】
　前記トランシーバは、
　無線周波送信機と、
　無線周波受信機と、
　セルラーエンジンと、
のうちの少なくとも１つである、請求項１から１１の何れかに記載のスピーカ。
【請求項１３】
　前記可撓性ガスケットは、
・　従来のスピーカの周囲に設けられている部材と同様の緩衝機能を提供するものである
こと、
・　前記ディスプレイアセンブリの周囲を囲むように配されるものであること、
・　チューニングされた性能を提供するものであること、
の少なくともいずれかであり、該性能は、音響出力および触覚フィードバックの少なくと
も一方に関するものであり、前記可撓性ガスケットの形状と、前記可撓性ガスケットの材
料と、前記可撓性ガスケットの寸法との少なくとも１つに基づくものである、請求項１か
ら１２の何れかに記載のスピーカ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スピーカ装置に関する。本発明は、更に、モバイル機器用のスピーカ装置に
関するが、これだけに限定されるものではない。
【背景】
【０００２】
　多くの携帯機器、例えば携帯電話、は情報をユーザに提供するためのガラス製またはプ
ラスチック製のディスプレイウインドウなどのディスプレイを備えている。更に、このよ
うなディスプレイウインドウは、今日、タッチ感知式入力部として一般に使用されている
。いくつかのケースにおいて、このような装置は、タッチ入力の記録時に、可視フィード
バックおよび可聴フィードバックを提供できる。いくつかの更なる機器は、機器が入力を
受け付けたことをユーザに知らせるために、可聴フィードバックに加え、触覚フィードバ
ックを提供するための振動モータを具備している。
【０００３】
　更に、このような機器は、一般に、イヤホン用および統合ハンズフリー（ＩＨＦ：ｉｎ
ｔｅｇｒａｔｅｄ　ｈａｎｄｓ　ｆｒｅｅ）操作用の、ならびにアラート音用の、可聴音
を発生させるために電気音響変換器を更に使用している。使用されている可動コイル式ダ
イナミックスピーカ構成は、一般に、機器内の容積に比して相対的に大きいので、許容可
能な音響周波数応答を実現するために特定の信号処理を考慮する必要がある。更に、可動
コイル式変換器は、鉄粉などの汚染物質を機器の内部空間から、更にはスピーカから外部
環境への音波の伝達を可能にするために設けられたポートを通して、引き寄せ得る。これ
ら汚染物質は、歪みおよび障害をスピーカの内部に引き起こし、機器の寿命を著しく短縮
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し得る。
【摘要】
【０００４】
　一態様によると、ケースと、画像を表示するように構成されたディスプレイと、ディス
プレイをケースに対して動かして音波を発生させるためにディスプレイを駆動するように
構成された少なくとも１つの振動要素と、ケースとディスプレイとに界接するガスケット
と、スピーカの内部空間に配置されたトランシーバとを備えたスピーカが提供される。
【０００５】
　ケースは、単一体ケースでもよい。あるいは、ケースは、複数の部品、例えば側面と電
池カバー、を備え得る。
【０００６】
　少なくとも１つの振動要素は、少なくとも１つの圧電変換器を備え得る。
【０００７】
　ガスケットは、一端がケースに結合され、別の端がディスプレイに結合された懸架部を
備え得る。この懸架部は、ディスプレイ組立体をケースに対して動かすべく構成されるよ
うに、懸架部の撓み力によってディスプレイをケースに対して懸架するように構成される
。
【０００８】
　懸架部は、その撓み力によってディスプレイをケースに対して懸架するように構成され
た弾性屈曲面でもよい。
【０００９】
　ガスケットは、ディスプレイが動く方向に固定された懸架をもたらすように、ガスケッ
ト位置をスピーカ内に固定するように構成された第１の支持部を備え得る。
【００１０】
　ガスケットは、ディスプレイをガスケットの懸架部に結合するようにディスプレイに結
合されたフレームを形成するように構成された第２の支持部を備え得る。
【００１１】
　ディスプレイは、ディスプレイを支持するように構成されてガスケットに結合された支
持リングを備え得る。
【００１２】
　ディスプレイは、ディスプレイをほぼ取り囲んで少なくとも１つの振動要素に結合され
たディスプレイフレームを備え得る。
【００１３】
　ディスプレイフレームは、ディスプレイの動きを少なくとも１つの軸線方向に機械的に
限定するように構成されてディスプレイの動きをその少なくとも１つの軸線方向に可能に
する止め具を少なくとも１つ備え得る。
【００１４】
　スピーカは、更なる内部構成要素を少なくとも１つ更に備え得る。この少なくとも１つ
の更なる構成要素は、内部シャシと、少なくとも１つのカメラと、少なくとも１つのマイ
クロホンと、少なくとも１つのデータソケットと、少なくとも１つの電源ソケットと、印
刷配線板と、印刷回路板と、ＳＩＭ組立体と、入力キーまたはボタンと、カメラフラッシ
ュと、電池と、電池フレームとを含む。
【００１５】
　スピーカは、更に、スピーカの内部空間をスピーカの外側に開口するポートを少なくと
も１つ備え得る。
【００１６】
　この少なくとも１つのポートは、通気孔と、ＡＶジャック孔と、ＵＳＢ孔と、電源プラ
グを収容するように構成された電源ポートと、データプラグを収容するように構成された
データポートとを含み得る。
【００１７】
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　スピーカ用に調整された応答をもたらすように、スピーカの内部空間は、少なくとも１
つの内部構成要素によって、複数の室に分割され得る。
【００１８】
　この調整された応答は、調整された周波数応答でもよい。
【００１９】
　局所的な触知効果をディスプレイ表面に生じさせるために、少なくとも１つの振動要素
は、ディスプレイを駆動してディスプレイをケースに対して動かすべく構成され得る。
【００２０】
　局所的な触知効果は、触覚フィードバックを含み得る。
【００２１】
　トランシーバは、無線周波送信機、無線周波受信機、およびセルラーエンジンのうちの
少なくとも１つでもよい。
【００２２】
　スピーカの内部空間は、少なくともケース、ディスプレイ、およびガスケットの内面に
よって形成され得る。
【００２３】
　ディスプレイは、ディスプレイ構成要素およびディスプレイウインドウの少なくとも一
方を備え得る。
【００２４】
　少なくとも１つの振動要素は、振動要素とディスプレイとの間の直接結合および振動要
素とディスプレイとの間の間接結合の少なくとも一方によってディスプレイを駆動するよ
うに構成され得る。
【００２５】
　スピーカの内部空間は、ケース、ディスプレイ、およびガスケットの内部寸法に基づか
せ得る。
【００２６】
　ガスケットは、音響出力および触覚フィードバックの少なくとも一方のためにチューニ
ングされた性能をもたらすべく構成され得る。
【００２７】
　このチューニングされた性能は、ガスケットの形状、ガスケットの材料、およびガスケ
ットの寸法のうちの少なくとも１つに基づかせ得る。
【００２８】
　ガスケットは、ディスプレイの周囲をほぼ取り囲む。
【００２９】
　第２の態様によると、ケーシング手段と、画像表示手段と、音波を発生させるために画
像表示手段をケーシング手段に対して駆動する手段と、ケーシング手段と画像表示手段と
に界接する手段と、スピーカの内部空間に配置された無線周波信号の送信または受信手段
とを備えたスピーカが提供される。
【００３０】
　ケーシング手段は、単一体ケースでもよい。
【００３１】
　駆動手段は、少なくとも１つの圧電変換器を備え得る。
【００３２】
　界接手段は、一端がケーシング手段に結合され、別の端が画像表示手段に結合された懸
架手段を備え得る。この懸架手段は、画像表示手段がケーシング手段に対して動くべく構
成されるように、懸架手段の撓み力によって画像表示手段をケーシング手段に対して懸架
するように構成される。
【００３３】
　懸架手段は、その撓み力によって画像表示手段をケーシング手段に対して懸架するよう
に構成された弾性屈曲面でもよい。
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【００３４】
　局所的な触知効果を画像表示手段の表面に生じさせるために、駆動手段は画像表示手段
をケーシング手段に対して動かすべく構成され得る。
【００３５】
　電子機器は、本願明細書に記載のようにスピーカを備え得る。
【００３６】
　次に、本発明のより深い理解をもたらすために、例として添付の図面を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】一実施形態による例示的スピーカ装置の三次元図を模式的に示す。
【図２】別の実施形態による例示的スピーカ装置の三次元図を模式的に示す。
【図３】別の実施形態による例示的スピーカ装置の三次元図を模式的に示す。
【図４】別の実施形態による例示的スピーカ装置の三次元図を模式的に示す。
【図５】いくつかの実施形態による例示的スピーカ装置の一断面図を模式的に示す。
【図６】いくつかの実施形態による例示的スピーカ装置の別の断面図を模式的に示す。
【図７】いくつかの実施形態による例示的スピーカ装置の別の断面図を模式的に示す。
【図８】いくつかの実施形態による例示的スピーカ装置の別の断面図を模式的に示す。
【図９】いくつかの実施形態による例示的スピーカ組立体の分解図を示す。
【図１０】いくつかの実施形態による例示的スピーカ組立体のための例示的ディスプレイ
フレームの三次元図を模式的に示す。
【図１１】いくつかの実施形態による例示的スピーカ組立体のための例示的ディスプレイ
フレームの詳細断面図を模式的に示す。
【図１２】いくつかの実施形態による例示的スピーカ組立体のための例示的ディスプレイ
フレームの別の詳細断面図を模式的に示す。
【図１３】いくつかの実施形態による例示的スピーカ組立体のためのスナップ嵌合用の特
徴を模式的に示す。
【図１４】いくつかの実施形態による例示的スピーカ組立体のためのスナップ嵌合用の特
徴を模式的に示す。
【図１５】いくつかの実施形態による例示的スピーカ組立体のための例示的ディスプレイ
フレームの細部を模式的に示す。
【図１６】いくつかの実施形態による例示的スピーカ組立体のための例示的ディスプレイ
フレームの細部を模式的に示す。
【図１７】一実施形態による例示的スピーカの詳細断面図を模式的に示す。
【図１８】別の実施形態による例示的スピーカの詳細断面図を模式的に示す。
【図１９】別の実施形態による例示的スピーカの詳細断面図を模式的に示す。
【図２０】別の実施形態による例示的スピーカの詳細断面図を模式的に示す。
【図２１】いくつかの実施形態による例示的スピーカの性能測定値をグラフで示す。
【図２２】いくつかの実施形態による例示的スピーカの性能測定値をグラフで示す。
【図２３】別の実施形態による例示的スピーカ装置の斜視図を模式的に示す。
【図２４】図２３の装置の断面図である。
【図２５】図２３の装置の断面図である。
【図２６】いくつかの実施形態によるさまざまなディスプレイ種別を示す。
【図２７】いくつかの実施形態による特定の構成要素を接続するためのばねクリップ構成
を示す。
【図２８】いくつかの実施形態による特定の構成要素を接続するためのばねクリップ構成
を示す。
【図２９】いくつかの実施形態による特定の構成要素を接続するためのばねクリップ構成
を示す。
【図３０】いくつかの実施形態による例示的ユーザ機器のいくつかのハードウェアの特徴
を模式的に示す。
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【例示的実施形態の説明】
【００３８】
　本願は、単一体、またはほぼ単一体、の形態のケーシングと、ディスプレイと、単一体
ケーシングとディスプレイとを接続または結合する、あるいは単一体ケーシングとディス
プレイとに界接する、可撓性ガスケットと、単一体と、ディスプレイと、ガスケットとに
よって画成された内部空間に配置された、ディスプレイを駆動してディスプレイを単一体
に対して動かす振動要素と、同じく内部空間に配置されたトランシーバまたは受信機（例
えば、セルラーエンジン）とを備えたスピーカ装置またはモジュールの構築方法および装
置について説明する。ある実施形態において、振動要素がディスプレイを駆動する、すな
わち動かすことが可能であることを理解されるであろう。このとき、当該振動要素が、デ
ィスプレイを直接動かす実施形態もあれば、ディスプレイに接続または結合された構成要
素を動かす実施形態もある。つまり、ディスプレイを動かす方式として、直接駆動または
間接駆動を用いることができる。
【００３９】
　本願明細書に記載のように一部の実施形態において、振動要素は、ディスプレイをケー
シングに対して動かす／駆動するように構成された圧電変換器を少なくとも１つ備え得る
ことを理解されるであろう。
【００４０】
　したがって、この駆動構成は、音波を発生させるべく構成可能であり、および／または
、一部の実施形態においては、触知または触覚効果を生じさせるべく構成可能である。
【００４１】
　本願明細書に記載のように、単一体ケースの内面または寸法と、ディスプレイの内面ま
たは寸法と、ケースとディスプレイとの間のガスケットの内面または寸法と、更には振動
要素、トランシーバ（セルラーエンジン、受信機、その他）などの内部構成要素とによっ
て更に内部空洞が画成される。
【００４２】
　本願明細書に記載のように一部の実施形態においては、（１つ又は複数の）振動要素に
よってディスプレイが動かされたときに内部空気のスチフネスを弱めるために、ケーシン
グは音響ポートを備えることができる。この音響ポートは、一部の実施形態において、異
なる操作のための出口（例えば、オーディオソケット、ＵＳＢソケット、または他のポー
ト）であるか、あるいは内部空洞を音響的に開口するように構成された特定の音響ポート
または出口である。
【００４３】
　本願明細書に記載のように、一部の実施形態においては、内部空洞を複数の区間に分割
または細分可能である。例えば、振動要素「の下」（および／またはＰＷＢ（ｐｒｉｎｔ
ｅｄ　ｗｉｒｉｎｇ　ｂｏａｒｄ：印刷配線板）の上方）にある空洞は、音響的に設計さ
れる。このような空洞を開口することも、ほぼ密閉することもできる。
【００４４】
　一部の実施形態において、スピーカは、その内部空洞内に、他の構成要素／部品、例え
ばカメラ、（１つ又は複数の）マイクロホン、ならびに印刷回路板（ＰＣＢ：ｐｒｉｎｔ
ｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｂｏａｒｄ）、印刷配線板（ＰＷＢ）、内部支持シャシ、を備え
ることができることを理解されるであろう。
【００４５】
　ガスケットと、単一体ケーシングと、ディスプレイとはユーザに見える。本願明細書に
記載のように一部の実施形態において、単一体は、ＡＶジャックまたはソケットポート、
マイクロＵＳＢポート、マイクロホンポートなど、スピーカ内部の構成要素のための他の
インタフェース用の他のポートまたは出口を備えることができる。
【００４６】
　ガスケットの色（および／または形状）は、外観のために調整可能である。更に一部の
実施形態においては、ガスケットを調節することによって、音響性能を、または触覚フィ
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ードバックの性能さえも、調整可能である。したがって、ガスケットの（寸法および材料
仕様を含む）特性は、スピーカの音響性能のために重要な役割を果たす。更なる例示的実
施形態において、より可撓性の（より軟質の）ガスケット材料は、より硬質の（より可撓
性が低い）懸架体に比べ、より高い音圧レベル（すなわち、向上された音響出力）をもた
らし得る。複数の例示的実施形態において、ガスケットはエラストマー（またはゴムまた
は可撓性材料）製であり、最適な音響性能のために材料仕様が選択されることを理解され
るであろう。
【００４７】
　したがって、単一体と、ガスケットと、ディスプレイと、振動要素との組み合わせ（ま
たは相互接続または相互作用）はスピーカの機能性を規定または形成することが分かる。
【００４８】
　図１には、本願の複数の実施形態を実現するために適した例示的スピーカ装置の直交三
次元斜視図が示されている。
【００４９】
　このスピーカ装置は、一部の実施形態において、無線通信システムにおける操作のため
の携帯端末、携帯電話、タブレット、またはユーザ機器としても使用可能である。他の複
数の実施形態において、スピーカ装置は、音響出力をもたらすべく構成された何れか適し
た（場合によっては携帯）電子機器、例えばデジタルカメラ、携帯オーディオプレーヤ（
ｍｐ３プレーヤ）、携帯ビデオプレーヤ（ｍｐ４プレーヤ）、テレビ受像機など、を備え
得る。スピーカ装置は、携帯型か否かに拘らず、セルラーまたは非セルラー回路を備え得
る。非セルラー機器は、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
録商標）接続性を備え得る。
【００５０】
　他の複数の実施形態において、スピーカ装置は、タッチされたときにフィードバックを
もたらすべく構成されたタッチスクリーンまたはタッチパッドなどのタッチインタフェー
スを有する適切な電子機器であれば（情報を表示し得るか否かを問わず）何れの電子機器
でもよい。例えば一部の実施形態において、タッチパッドはタッチ感知キーパッドにでき
る。このキーパッドは、一部の実施形態においてはその表面にマーキングがなく、他の複
数の実施形態においてはフロントウィンドウの表面に物理的マーキングまたは標示を有し
得る。このような実施形態においては、導光体によって照明可能な印刷層または隆起形状
などの物理的識別子によってタッチすべき場所をユーザに知らせることができる。
【００５１】
　装置は、カバーまたは本体１０１（または被覆手段）を備える。この例において、カバ
ー１０１は単一体型のカバー、すなわち、所望の形態に成形または機械加工されたほぼ単
一の材料片から形成されたカバーである。カバー１０１は、図２に示されているように、
丸みを帯びた細長い立方形の形態であり、その長さ（ｙ寸法）は高さ（ｘ寸法）より大き
く、高さは深さ（ｚ寸法）より大きい。カバーの各頂点は丸みを帯びているものとして図
示されている。図２およびその他に示されているようなケーシングの形状または形態は単
なる例であり、カバーは適した形状であれば如何なる形状にもできる。一部の実施形態に
おいて、単一体状の構造は、レーザ接着または熱かしめによって作成可能であるが、ある
いはケーシングが単一部品に見えるように、ケーシングの少なくとも２つの部品を他の手
法で適切に結合することによって作成することも可能である。
【００５２】
　図１に示されているカバー１０１は、ディスプレイ組立体とガスケットまたは懸架体と
を収容するために適した単一の穴をカバー１０１の前面に有する。したがって、一部の実
施形態において、ガスケットは、従来のスピーカの周囲に設けられている部材と同様の緩
衝機能を提供する。図２に示されている穴は、角が丸みを帯びた矩形であるが、この穴の
形状は、ディスプレイ組立体と懸架体とを収容するために適した形状であれば何れの形状
にもできる。
【００５３】
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　カバー１０１は、何れか適した材料で構築可能であり、更には、例えばポートまたはボ
タンなどの入力部および出力部の追加を可能にするために、更なるポートまたは孔を他の
面に有し得る。例えば、図２には、例示的スピーカ装置が示されている。このスピーカ装
置の単一体ケース１０１またはカバーは、スピーカ装置のスピーカ内部空間に配置された
マイクロホン（図示せず）への音波の伝達を可能にするように構成されたマイクロホン孔
１０５またはポートを更に備える。更に、図２に示されているように、この例示的スピー
カ装置は、内部に配置されたＵＳＢソケットへのＵＳＢプラグの挿入、またはこの逆、を
可能にするＵＳＢ（または派生的なミニＵＳＢ、マイクロＵＳＢ、その他）開口部または
ポート１０７を備えた単一体ケース１０１を有する。
【００５４】
　更に、図３には、例示的スピーカ装置が図２とは反対の側から示されている。このスピ
ーカ装置の単一体ケース１０１またはカバーは、図示の長辺に沿って、（カメラ操作用の
キーの通過または操作を可能にするための）カメラキーポート１０９と、（電源のオン／
オフおよび他の操作モード切り換え操作用の入力を可能にするための）電源キーポート１
１１と、（音量操作キーの通過および操作を可能にするための）音量キーポート１１３と
を更に備える。更には短辺に沿って、本願明細書に記載のように、音響空洞の通気を可能
にし、ひいてはディスプレイの動きの過度の抑制を防止するように構成された通気孔また
はポート１１５と、装置の内部に配置されたＡＶソケット（図示せず）への適したＡＶプ
ラグの挿入をユーザが行えるように構成されたＡＶジャック孔またはポート１１７と、装
置へのＳＩＭモジュールの挿入および装置との界接を可能にするためのＳＩＭドアまたは
ポート１１９とが示されている。
【００５５】
　更に、図４には、例示的スピーカ装置が、図３に比べ、装置の裏面から示されている。
そのため、ディスプレイおよびガスケットは見えない。ただし、図４に示されているよう
に、単一体ケース１０１またはカバーは、図３に示されている通気孔またはポート１１５
と、ＡＶジャック孔またはポート１１７と、ＳＩＭドアまたはポート１１９とを短辺に沿
って更に備える。更に、裏面には、装置内部に配置されたカメラモジュールのレンズまた
はカバーをその内部に配置可能な主カメラポート１２１と、フラッシュレンズをその内部
に配置可能なフラッシュレンズポート１２３と、スピーカ装置のスピーカの内部空間に配
置された第２のマイクロホン（図示せず）への音波の伝達を可能にするように構成された
第２のマイクロホン孔またはポート１２５とが示されている。
【００５６】
　単一体構造は、カバーの穴および漏れ口の数を減らすことができるので埃または異物が
侵入する確率がより低く、高品質の装置を構築するために特に有用である。更に、単一体
カバーまたはケースの音響特性の調整は、通常、より容易である。更に、単一体構造は、
複雑度が低いので、製品の組み立ておよび製造がより容易である。
【００５７】
　図１～３に示されているような装置は、ディスプレイ組立体１２（または表示手段また
はディスプレイスタック）を更に備えることができる。本願明細書に記載のようなディス
プレイ組立体１２は、適したディスプレイ技術であれば何れの技術でもよい。一部の実施
形態において、ディスプレイ組立体はディスプレイとカバーウインドウとを備えることが
でき、一部の実施形態においては、静止ディスプレイ構成要素の上方で動作するカバーウ
インドウのみを備えることができる。
【００５８】
　ディスプレイ１２は、何れか適したディスプレイ技術を備え得る。例えば、ディスプレ
イ要素をタッチ入力モジュールの下方に配置し、タッチ入力モジュールを通して画像を投
影することによって、ユーザに見せることができる。ディスプレイ１２は、液晶ディスプ
レイ（ＬＣＤ：ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ）、発光ダイオード（Ｌ
ＥＤ：ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：
ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）、可撓性ＯＬＥＤ（ＦＯ
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ＬＥＤ：ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ＯＬＥＤ）プラズマディスプレイセル、電界放出ディスプレ
イ（ＦＥＤ：ｆｉｅｌｄ　ｅｍｉｓｓｉｏｎ　ｄｉｓｐｌａｙ）、表面伝導型電子放出素
子ディスプレイ（ＳＥＤ：ｓｕｒｆａｃｅ‐ｃｏｎｄｕｃｔｉｏｎ　ｅｌｅｃｔｒｏｎ‐
ｅｍｉｔｔｅｒ　ｄｉｓｐｌａｙ）、および電気泳動ディスプレイ（電子ペーパー、ｅペ
ーパー、または電子インクディスプレイとしても公知）など、何れか適したディスプレイ
技術を採用できる。一部の実施形態において、ディスプレイ１２は、導光体を用いてディ
スプレイウインドウに投影させるディスプレイ技術の１つを採用する。一部の実施形態に
おいて、ディスプレイは、２Ｄディスプレイである。他の複数の実施形態において、ディ
スプレイは、（図２６を参照して以下に詳細に説明する）２．２５Ｄ、２．５Ｄ、または
３Ｄディスプレイでもよい。
【００５９】
　一部の実施形態において、ディスプレイ組立体１２は、タッチ入力を受け付ける、また
は判定する、タッチ入力モジュールまたは手段を備える。本願明細書に記載のような一部
の実施形態において、タッチ入力モジュールおよびディスプレイ１２は同じ構成要素の部
分であり、ディスプレイ部またはタッチディスプレイ部とも称され得る。
【００６０】
　タッチ入力モジュールは、一部の実施形態において、何れか適したタッチスクリーンイ
ンタフェース技術を実現可能である。例えば一部の実施形態において、タッチスクリーン
インタフェースは、タッチスクリーンインタフェースの表面またはその上方にある指の存
在に感応するように構成された静電容量センサを備えることができる。静電容量センサは
、透明導体（例えば酸化インジウムスズ－ＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）
）で被膜された絶縁体（例えばガラスまたはプラスチック）を備えることができる。人体
も導体であるので、スクリーンの表面に接触すると、静電容量の変化として測定可能な局
所的静電界の歪みをもたらす。タッチ位置を判定するために、何れか適した技術を使用し
得る。この位置は、ユーザのタッチが機器とどのように関連しているかを計算し得るプロ
セッサに送られる。絶縁体は、導電層を指からの残留物、埃、または泥から保護する。
【００６１】
　他のいくつかの実施形態において、タッチ入力モジュールは、いくつかの層を備えた抵
抗センサとすることができる。これらの層のうちの２層は肉薄の導電性金属層であり、狭
い間隙で隔てられている。指などの物体がパネルの外面の一箇所を押下すると、その箇所
でこの２つの金属層が接続される。このとき、パネルは、出力が接続された一対の分圧器
として振る舞う。したがって、この物理的変化は、電流の変化を引き起こす。この電流の
変化は、タッチイベントとして登録され、処理のためにプロセッサに送られる。
【００６２】
　他のいくつかの実施形態において、タッチ入力モジュールは、更に、目視検出、例えば
表面の下方または上方に配置されて指または接触物体の位置を検出するカメラ、投影静電
容量検出、赤外線検出、表面音響波検出、分散信号技術、および音響パルス認識などの技
術を用いてタッチを判定できる。一部の実施形態において、「タッチ」は、物理的な接触
および「ホバータッチ」の両方によって規定可能である。ホバータッチの場合、センサと
の物理的接触はないが、センサの近傍にある物体がセンサに影響を及ぼす。
【００６３】
　更に、装置は、ガスケット１０３、すなわち懸架用構成要素、を備える。一部の実施形
態において、ガスケット１０３は、ケースに対してディスプレイを可動にする可撓性材料
である。この動きは、ディスプレイモジュール自体の動き、および／またはディスプレイ
ウインドウの動き、でもよい。本願明細書に記載の各実施形態において、懸架用構成要素
は、カバーまたはケーシング１０１に対してディスプレイ１２を懸架するように構成され
る。ただし、カバーまたはケーシング１０１は、一部の実施形態において、ディスプレイ
および／またはディスプレイウインドウが懸架される装置「本体」の一部であると見なさ
れ得ることを理解されるであろう。一部の実施形態において、懸架用構成要素は、蛇腹状
または折りひだ付き材料の懸架体とすることができる。ディスプレイ組立体１２の周囲を
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取り囲む蛇腹状懸架体１０３が図１に示されている。一部の実施形態において、単一体状
構造は、側帯と裏カバーとを備えることができる。この場合、側帯と裏カバーとの組み合
わせは、単一の単一体と同様に機能できることを理解されるであろう。
【００６４】
　「浮動式」ディスプレイ用ガスケットまたは懸架体の提案では、可撓膜がディスプレイ
組立体の周辺部の周囲の少なくとも一部に、およびカバーまたはケーシング端縁の周囲（
一般にはその下方）の少なくとも一部に、配置される。この膜の弾性により、膜の伸張（
および弛緩）時、ディスプレイ組立体とカバーとの間に可撓性界面が形成される。
【００６５】
　本願明細書に記載のようなガスケット１０３（蛇腹状または何れか他の種類の懸架用ガ
スケットでもよい）は、単一体型カバー（さまざまなカバー部分組立体から形成されるの
ではなく、ほぼ単一材料片から成るカバー）の内部であっても、ディスプレイ組立体がそ
の内部に固定される装置が容易に製作されるように構成可能である。更に、装置のカバー
（本体またはケーシング）とフロントウィンドウ（またはガラス）との間に良好に密閉さ
れた構造を形成するためにもガスケットは役立つ。したがって、ガスケットは、振動要素
が駆動されたときに、ディスプレイの動きを制御すると考えることができる。換言すると
、ガスケットは、制御された動きをディスプレイにもたらす。
【００６６】
　本願明細書に記載のようなガスケット構成の更なる利点は、ディスプレイの不感帯（画
像を表示不能なディスプレイの周囲領域）を狭めることができる点である。これにより、
表示面積が最大表面面積に近付く、換言すると表示が装置端縁に近付く、スピーカ設計が
可能になる。
【００６７】
　図５には、いくつかの実施形態による装置の詳細断面図が示されている。更に、図６に
は、図５のケース１０１と、ガスケット１０３と、ディスプレイ界面とに関する詳細が示
されている。この断面図は、下側すなわち裏面の角がより大きな曲率半径で丸みを帯び、
上側すなわち前部の角がより鋭角の、すなわちより小さい曲率半径で丸みを帯びた単一体
ケースまたはカバー１０１を示す。この場合、単一体ケースまたはカバー１０１の前面の
丸みを帯びた角は、上側すなわちまたは前面のリップ領域を画成する。上側すなわち前面
のリップ領域は、単一体の穴を画成する材料と見ることができる。一部の実施形態におい
て、可撓性蛇腹の材料は、熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ：ｔｈｅｒｍｏｐｌａｓｔｉｃ
　ｅｌａｓｔｏｍｅｒ）でもよいが、何れか他の適した材料も使用され得ることを理解さ
れるであろう。この可撓性蛇腹は、ショアＡ６０領域の硬度を有し得る。一部の実施形態
においては、蛇腹の可撓性が高いほど、性能が良い。蛇腹用に選択される材料は、実施形
態間で違えてもよく、音響性能に基づき適切に選択される。選択される材料は、装置のデ
ィスプレイ、シャシ、ケース、および／または内部空間など、周囲の、または界接する、
他の構成要素に基づかせることもできる。複数の代替実施形態において、材料は外観に基
づき選択することもできる。可撓性材料に被膜を施してもよい。すなわち、可撓性材料は
更なる外層を備え得る。
【００６８】
　装置は、単一体ケースまたはカバー１０１、ディスプレイ組立体１２、およびガスケッ
ト１０３のそれぞれの内縁によって実質的に画成される内部空間に配置可能な内部構成要
素を備え得ることを理解されるであろう。これらは各例に示されており、簡単に説明され
ている。
【００６９】
　カバー１０１、ディスプレイ組立体１２、およびガスケット１０３の内部に設けられる
内部構成要素は、例えば、電池２１５、印刷配線板２１３（または一部の実施形態におい
ては、印刷回路板）などの構成要素に加え、この印刷配線板の少なくとも１つの側に配置
された複数の構成要素を含むことができる。
【００７０】
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　印刷配線板２１３および電池２１５は、更に、内部シャシ２１１によってカバーの内側
に位置決めされるべく構成可能である。内部シャシ２１１は、一部の実施形態においては
アルミニウムなどの金属で構築され、装置の内部構成要素の位置決めと、ケーシングまた
はカバー１０１の著しい屈曲の防止とを可能にする剛体構造を形成できる。一部の実施形
態において、カバー１０１は、シャシ２１１として機能するように構成可能な構造または
成形品を複数備える。換言すると、単一体ケーシングまたはカバー１０１は、装置の内部
空間を分割または細分する複数の構造または成形品を用いて構成可能である。
【００７１】
　一部の実施形態において、カバー１０１および内部シャシ２１１は、懸架部として機能
するガスケットの少なくとも第１の支持部（またはショット）を位置決めするべく設計可
能である。
【００７２】
　したがって、一部の実施形態において、ガスケット１０３は、シャシ部材２１１の外側
と単一体カバー１０１の内側との間に配置される第１の支持体を備えることができる。こ
のような実施形態においては、懸架体が単一体の穴に挿入されると、懸架体が鉛直方向に
固定されて上下（ｚ次元）方向に自由に動けなくなるように、カバーのリップ区間の輪郭
に嵌合または適合するリップまたはタブを有するように第１の支持部２０３を造形可能で
ある。シャシとカバーとは、懸架体を水平方向に固定し、第１の支持部２０３の左右方向
（ｘおよびｙ次元）への動きを防止する。
【００７３】
　ガスケット１０３は、可撓性の屈曲面部分を更に備えることができる。可撓性の屈曲面
部分は、一端で第１の支持部２０３に結合し、他端で第２の支持部２０１に結合し、その
撓み力によって可撓性の屈曲面の内側にディスプレイを懸架できるように構成される。
【００７４】
　図５および図６に示されているようなガスケット懸架体は、一端が第１の支持部２０３
に位置付けられ、ひいては屈曲面部分の一端がカバー／シャシに対して位置付けられる。
換言すると、ガスケットの第１のアームが装置の静的構成要素に対して位置付けられる。
【００７５】
　可撓性の屈曲面部分（蛇腹状区間）は、少なくとも１つの折り目またはひだを備える。
図５および図６に示されている例において、屈曲面部分は、ｎ字状の屈曲部（逆ｕ字状の
屈曲部）を形成する約１８０度曲がった第１の屈曲部と、鉛直面を水平面に変換する９０
度の第２の屈曲部とを備える。
【００７６】
　屈曲面領域内の屈曲部の数、方向、および角度は実施形態ごとに違えることができるこ
とを理解されるであろう。
【００７７】
　ガスケットは、可撓性の面部分とディスプレイ組立体とに結合されるべく構成された第
２の支持部２０１（換言すると、懸架体の動的または可動部分）を更に備える。第２の支
持部２０１は、一部の実施形態においてはプラスチック製であり、一部の実施形態におい
ては第１の支持部２０３と同じ種類の材料から成る。
【００７８】
　換言すると、第２の支持部２０１は、一部の実施形態においては、ディスプレイ組立体
に結合されるフレームを形成する。例えば図５および図６に示されているように、第２の
支持部２０１は、ディスプレイスタックがその上に配置されるフレームを形成する。
【００７９】
　図５および図６に示されているような第２の支持部は、第２の支持部２０１をディスプ
レイフレーム１３０１およびシート状ディスプレイ支持体１３０３の一部として更に示す
。更に、一部の実施形態においては、シート状ディスプレイ支持体１３０３の使用により
、装置カバーからのディスプレイの完全な分離が防止される。
【００８０】
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　図５および図６に示されている例において、ディスプレイは、ディスプレイ組立体がそ
の内部に配置されるディスプレイフレーム１３０１の一部としての第２の支持部２０１に
よって支持され、懸架体に結合される。例えば図５および図６に示されているように、デ
ィスプレイフレームまたは第２の支持部はインサート成形されたプラスチックであり、上
面に沿ってディスプレイ１２のフロントウィンドウに接着可能であり、外面に沿って蛇腹
状ガスケット部分１０３に接着可能であり、下面に沿ってシートまたは支持シートに接着
可能である。このような実施形態において、シートまたは支持シート１３０３は、ディス
プレイおよびタッチスタックの下の造形シート（例えば打ち抜きまたは曲げ加工された金
属シート）である。換言すると、一部の実施形態においては、支持シート１３０３によっ
てディスプレイ組立体を下から保護（または下から支持）できる。
【００８１】
　一部の実施形態において、ガスケットは、単一部品としても設計可能である。したがっ
てこのような実施形態において、単一部品としてのガスケットは、ディスプレイをケーシ
ングに対して位置決めおよび懸架してケーシングに対してディスプレイの動きを制御する
べく適切に造形および設計される。
【００８２】
　図５および図６に示されている例において、ガスケット１０３は、造形または曲げ加工
されたウレタンまたはシリコーンなどの軟質形材を備える。一部の実施形態において、お
よび本願明細書に記載のように、ガスケット１０３は可変形状で形成可能である。例えば
、懸架体のディスプレイ側部分と本体側部分とを結合する屈曲部分、すなわち懸架部は、
屈曲時に期待される柔軟度および弾性度をもたらすほぼ一定の形状または厚みを有するよ
うに構成可能である。更に、懸架体の本体側部分は、ガスケットが懸架体をカバー１０１
の下に、特にカバーリップの下に、位置決めして固定できるよう構成された可変の形状ま
たは厚みで構成可能である。更に、一部の実施形態において、ガスケットの本体側部分は
、シャシ２１１と印刷配線板２１３との間に嵌入して懸架体をシャシ２１１に係止するよ
うに構成された形状のリップを用いて構成可能である。
【００８３】
　図５および図６に示されている実施形態においてアルミニウム製のシャシ２１１である
シャシ２１１は、一部の実施形態において、ガスケットをシャシと印刷配線板２１３との
間に係止する形状の連係リップを用いて構成可能である。
【００８４】
　更に、図５および図６に示されているように、ディスプレイの下の金属薄板１３０３の
裏面とシャシ２１１との間に空隙１３１１を設けて、ディスプレイの動きを規定領域内で
可能にする形状をシャシに持たせることができる。可動ディスプレイとシャシ２１１との
間に空隙を存在させることによって、がたつき音、および／または他の望ましくない雑音
、を防止し得る。
【００８５】
　図５および図６に示されているように、更に、電池２１５を位置決めする電池フレーム
１１０７とシャシ２１１とによって印刷配線板２１３をカバー１０１に対して位置決め可
能である。
【００８６】
　図５および図６において、装置は、圧電構成要素１４０１（圧電アクチュエータでもよ
い）などの振動手段を備える。圧電構成要素１４０１は、圧電構成要素１４０１の両端で
シャシ２１１に結合され、圧電構成要素１４０１の中央領域で伝達部１４０３に結合され
る。伝達部１４０３は、圧電構成要素の撓み力をディスプレイ（および／またはディスプ
レイウインドウ）に伝達するように構成される。図５および図６に示されている例におい
ては、ユーザ構成要素が伝達部１４０３と金属薄板１３０３とを介して力をディスプレイ
に伝達するように、伝達部１４０３はディスプレイの背後の金属薄板１３０３の「カップ
形状」区間に結合される。
【００８７】



(14) JP 6369962 B2 2018.8.8

10

20

30

40

50

　更に、一部の実施形態において、シャシ２１１は、連係するガスケット部に係止するよ
うに構成された規定の形状を有する係止部（図示せず）を備える。一部の実施形態におい
て、ガスケットは、一方の側を印刷配線板とシャシ２１１との間に位置決め可能であり、
もう一方の側をシャシ係止部およびガスケット係止部の連係する形状部または係止部によ
って位置決め可能である。
【００８８】
　図５および図６には、電気接続用のＦＰＣ（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉ
ｒｃｕｉｔ：可撓性印刷回路）またはＦＲ４層１３５３と、機械的接続用の金属製の間隙
調整板１３５１とを介してシャシに位置決めされた圧電変換器またはアクチュエータ１４
０１が更に示されている。更に、圧電変換器１４０１は、一部の実施形態においては調整
可能な、少なくとも１つの圧電固定用ネジ５００によってＰＷＢおよび電池から持ち上げ
られている。
【００８９】
　圧電アクチュエータ１４０１は単一の信号によって駆動可能である。一代替実施形態に
おいては、２つ以上の信号、例えばステレオ信号、によって２つ以上のアクチュエータを
駆動できる。
【００９０】
　一部の実施形態においては、ディスプレイの機械的停止をもたらす動的係止が実現され
る。一部の実施形態において、金属薄板またはシート１３０３は、ディスプレイ止め具を
形成する打ち抜きおよび曲げ加工された部品を設けて構成される。シャシ２１１がシート
とディスプレイ止め具との間の穴を通過するようにディスプレイ止め具を造形できるので
、ディスプレイの動きは、ディスプレイ止め具によって、更には上方向にはシャシ止め具
によって、下方向には印刷配線板によって、制限される。
【００９１】
　一部の実施形態において、ディスプレイ組立体１２はウインドウ（またはディスプレイ
ウインドウまたはガラス）を備える。このウインドウは、ディスプレイ２０７の物理的保
護に適したガラス製または他の強化層とすることができる。一部の実施形態において、デ
ィスプレイ組立体は更にディスプレイ２０７を備えることができる。ガスケットの屈曲面
部分１０３によるウインドウおよびディスプレイ２０７の懸架は、静止時（換言すると、
追加の力が印加されていないとき）、シャシ２１１によって示されているような装置の静
的部分とウインドウ組立体との間に空隙が存在するようになっている。
【００９２】
　図７および図８には、動作中のガスケットの一例が示されている。図７に示されている
例において、ディスプレイは、ディスプレイ組立体がその内側に配置されているディスプ
レイフレーム１３０１によって支持され、懸架体に結合されている。例えば図１５に示さ
れているように、ディスプレイフレームはインサート成形されたプラスチック製であり、
上面に沿ってフロントウィンドウに接着可能であり、外面に沿ってガスケット１３０５に
接着可能であり、下面に沿ってシートまたは支持シートに接着可能である。このような実
施形態において、シートまたは支持シート１３０３は、ディスプレイおよびタッチスタッ
ク２０７の下の造形シート（例えば、打ち抜きまたは曲げ加工された金属シート）である
。換言すると、一部の実施形態においては、支持シート１３０３によってディスプレイ組
立体を下から保護（または下から支持）できる。
【００９３】
　図７に示されている例において、ガスケット１３０５または蛇腹状懸架体は、造形また
は曲げ加工されたウレタンまたはシリコーンなどの軟質形材を備える。一部の実施形態に
おいて、および本願明細書に記載のように、ガスケット１３０５は可変形状で形成可能で
ある。例えば、懸架体のディスプレイ側部分と本体側部分とを結合する屈曲部分、すなわ
ち懸架部は、屈曲時に期待される柔軟度と弾性度とをもたらすほぼ一定の形状または厚み
を有するように構成可能である。更に、懸架体の本体側部分は、蛇腹状懸架体をカバー１
０１の下に、特にカバーリップの下に、位置決めして固定できるように構成された可変の
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形状または厚みで構成可能である。更に、一部の実施形態において、懸架体の本体側部分
は、シャシ２１１と印刷配線板２１３との間に嵌入して懸架体をシャシ２１１に係止する
ように構成された形状のリップ１３０７を用いて構成可能である。
【００９４】
　図７に示されている実施形態においてはアルミニウム製のシャシ２１１であるシャシ２
１１は、一部の実施形態において、蛇腹状懸架リップ１３０７をシャシと印刷配線板２１
３との間に係止する形状の連係リップを用いて構成可能である。
【００９５】
　更に、図７に示されているように、ディスプレイの下の金属薄板１３０３の裏面とシャ
シ２１１との間に空隙１３１１を設けて、ディスプレイの動きを規定領域内で可能にする
形状をシャシに持たせることができる。
【００９６】
　一部の実施形態において、ディスプレイの下に音響空洞を配置できる。この音響空洞は
、制御された音響空洞にすることができる。このような音響空洞はほぼ密閉され、この音
響空洞の内部には、電子機器／装置の動作に関連付けられる他の部品または電子構成要素
が配置される。一部の実施形態において、スチフネスまたは他の音響構成を（バスレフポ
ートと同様に）破るための開口を密閉空洞に設けることができる。
【００９７】
　図７に示されているように、更に、電池２１５を位置決めする電池フレーム１１０７と
シャシ２１１とによって印刷配線板２１３をカバー１０１に対して位置決め可能である。
【００９８】
　図８には、図７に示されているようなガスケット構成の別の図が示されている。図８に
示されている例において、断面図は、圧電構成要素１４０１の両端でシャシ２１１に結合
され、圧電構成要素１４０１の中央領域で伝達部１４０３に結合されている圧電構成要素
１４０１の位置を示す。伝達部１４０３は、圧電構成要素の撓み力をディスプレイに伝達
するように構成される。図８に示されている例においては、ユーザ構成要素が力を伝達部
１４０３と金属薄板１３０３とを介してディスプレイに伝達するように、伝達部１４０３
はディスプレイの背後の金属薄板１３０３の「カップ形状」区間に結合される。
【００９９】
　更に、一部の実施形態においては、図８に示されているように、シャシ２１１は係止部
２１１ａを備える。係止部２１１ａは、蛇腹状懸架体１３０５の連係する蛇腹状係止部１
３０５ａに係止するように構成された規定の形状を有する。一部の実施形態において、蛇
腹状懸架体は、その一方の側を印刷配線板とシャシ２１１との間に位置決め可能であり、
もう一方の側をシャシ係止部２１１ａおよび蛇腹係止部１３０５ａの連係する形状部また
は係止部によって位置決め可能である。
【０１００】
　図９には、ディスプレイ組立体１２またはモジュール１２と、ガスケット１０３付きの
ディスプレイフレームと、シャシ２１１と、圧電組立体１４０１と、ディスプレイフレー
ムに接着されるべく構成された前面カメラ８０３と、エンジンＰＷＢ２１３と、電池フレ
ーム１１０７と、セルラーアンテナ８０１と、ＷＬＡＮ、ＧＰＳ、およびＢＴアンテナ８
０５と、単一体組立体１０１とを備える装置の一例の分解図が示されている。
【０１０１】
　図１０には、図９に示されているようなガスケット付きのディスプレイフレームの斜視
図が示されている。図１０に示されているようなガスケット付きディスプレイフレームは
、硬質プラスチック製のガスケット部２０１によって取り囲まれたディスプレイフレーム
金属薄板１３０３を備える。図１０に示されている例において、ディスプレイ金属薄板１
３０３は、下方に曲げられた複数のフック９０１によって示されているディスプレイ止め
具を備える。本願明細書に記載のように、複数のフック９０１の形態のディスプレイ止め
具は、シャシ２１１がシートとディスプレイ止め具との間の穴を通過するように造形可能
であるので、ディスプレイの動きは、ディスプレイ止め具によって、更には上方向にはシ
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ャシ止め具によって、下方向には印刷配線板によって、制限される。これは、例えば、図
１１および図１２から分かる。これらの図において、ディスプレイフレームの金属薄板１
３０３の各ディスプレイ用フック９０１は、上方への動きを制限するシャシ止め具２１１
と下方向への動きを制限する印刷配線板２１３と共に、ディスプレイフレーム金属薄板１
３０３の動きを制限することが分かる。更に、図１５および図１６には、シャシ２１１の
下面が示されている。これらの図には、シャシ止め具の上方にフック９０１が示されてい
る。ディスプレイ用フック９０１は、機器が床に落下した場合など、衝撃が大きい場合に
、例えば、機器からのディスプレイの落下を防止し得る。
【０１０２】
　硬質プラスチック製のガスケット部分２０１自体は、軟質の蛇腹状ガスケット１０３に
よって取り囲まれる。一部の実施形態において、ガスケット１０３はショアＡスコア６０
のＴＰＥを備える。一部の実施形態においては、相互係止用の特徴９０３の使用によって
、軟質の蛇腹状ガスケット１０３部分を内側の硬質プラスチック製ガスケット部分２０１
に位置決めする。ただし、一部の実施形態においては、本願明細書に記載のように、接着
剤など、何れか適した固定方法を使用可能である。
【０１０３】
　図１３～図１４には、シャシとケースとに対するディスプレイフレームの金属薄板およ
びガスケット１０３の位置に関して、例示的装置の複数の実施形態が更に示されている。
【０１０４】
　図１３には、ディスプレイおよびガスケットがスナップ嵌合１２０１構成と共に示され
ている。スナップ嵌合１２０１構成は、ガスケットとフレームとをシャシに対して位置決
めする。この場合、シャシは、複数のタブの実現によって、単一体ケースに対して位置決
めされる。
【０１０５】
　図１３に示されているように、シャシはエンジンＰＷＢ２１３に対して更に位置決めさ
れる。この場合、ＰＷＢ２１３は、電池フレーム１１０７によって、単一体ケーシング１
０１の内側に位置決め可能である。この図において、電池フレーム１１０７は、単一体１
０１の内側に接着されている。更に、一部の実施形態においては、電池の膨張またはがた
つきを打ち消すために電池用発泡樹脂製ガスケット１２０３を使用して電池を単一体１０
１の内側に位置決めする。
【０１０６】
　図１４には、単一体のスナップ嵌合要素が示されている。ここで、単一体は、シャシお
よびガスケットのスナップ嵌合要素が接する一連の案内用傾斜面１２０１を設けて構成さ
れている。シャシが単一体ケース１０１に押し込まれると、シャシが所定位置に係止され
るまで、シャシの輪郭または各タブは案内用傾斜面に接して移動する。
【０１０７】
　図１７～２０には、例示的装置の一連の断面図が示されている。
【０１０８】
　図１７には、例示的装置の一例示的断面図が示されている。この断面は、ＡＶジャック
孔１１７またはポートおよび通気孔１１５またはポートを通る。本願明細書に示されてい
る例において、装置は、単一体、ディスプレイ、ガスケットによって、更にはその内部が
装置の内部構成要素によって、実質的に画成された内部空間への空気の流出入を可能にす
るために、通気孔またはポートを用いるべく構成されている。したがって、通気孔は、デ
ィスプレイの動きおよび装置の内部空間の変化に伴う圧力の上昇または部分的真空の形成
を防止する。換言すると、通気孔は、ケースに対するディスプレイの動きによって引き起
こされる容積の変化に拘らず、容積内の空気圧を比較的一定に維持しようとする。したが
って、通気孔１１５は、低周波数においてより良好な周波数応答を可能にする。通気孔は
、ヘルムホルツ共鳴効果をもたらし得る。通気孔１１５は、低周波数において周波数応答
を向上させ得る。一部の実施形態においては、他のポートも通気孔として機能するように
構成可能である。例えば、本願明細書に示されているように、ＡＶジャック孔１１７の使
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用も可能である。
【０１０９】
　図１８には、例示的装置の一例示的断面図が示されている。この断面はＹ軸の中心を通
っている。この図では、発泡樹脂製ガスケットがディスプレイフレームに結合されており
、圧電アクチュエータ１４０１は、ディスプレイをケース１０１に対して駆動するために
、力をフレームに加えるべく構成されている。
【０１１０】
　図１８には、装置のＵＳＢ用開口部１０７とＵＳＢコネクタ２００３とが更に示されて
いる。一部の実施形態において、ＵＳＢ用開口部は、装置の「通気」を可能にするべく更
に構成可能である。図１８は、装置の主カメラ用開口部１２１と主カメラ組立体２００１
とを更に示す。
【０１１１】
　通気孔の直径および／またはサイズ、および／または通気孔の長さは、スピーカの周波
数応答を調整または変更するために使用され得る。通気孔の位置も、ヘルムホルツ共鳴効
果に応じてパネルスピーカの周波数応答曲線に影響を及ぼし得る。いくつかのケースにお
いて、ディスプレイの下の空気はスピーカのデザインと組み合わされてパネルスピーカの
動きを抑えるようになっており、および／または或る周波数において機器に流出入する空
気の共鳴を生じさせるべく通気孔を設計可能である。任意の数の通気孔を設け得ることは
勿論理解されるであろう。
【０１１２】
　一部の実施形態においては、膜または他の種類のバリアを通気孔の流路に追加できる。
この膜またはバリアは、埃および湿気の侵入から機器を保護し得る。例えば、この膜は、
ゴアテックス（登録商標）膜または何れか他の種類の音響メッシュでもよい。
【０１１３】
　図１９には、例示的装置の一例示的断面図が示されている。この断面はスナップ嵌合用
の特徴を通っている。この図には、スナップ嵌合用の特徴１２０１と、可動ディスプレイ
に接着された前面カメラ８０３と、前面カメラ（前面カメラ用ＦＰＣ２１０１）への電気
接続部とが見られる。
【０１１４】
　更なる複数の実施形態においては、更に周囲光センサ（ＡＬＳ：ａｍｂｉｅｎｔ　ｌｉ
ｇｈｔ　ｓｅｎｓｏｒ）および／または近接センサを可動ディスプレイに取り付け得る。
前面カメラを接続するＦＰＣは、更にＡＬＳと近接センサとをＰＷＢに接続し得る。
【０１１５】
　図２０には、例示的装置の一例示的断面図が示されている。この断面はＳＩＭ組立体を
通っており、固定用ネジを示す。この図には、単一体に接着されたセルラーアンテナ放熱
体が見られる。装置の反対端に、ＳＩＭドア２２０１付きのＳＩＭ組立体がある。
【０１１６】
　図２０に示されている例において、ガスケットと、ディスプレイと、変換器と、装置シ
ャシと、電池とを含む内部構成要素は、装置エンジンとしてのこれら内部構成要素がカバ
ーの一端に向けて押しやられるように、本体または単一体に挿入される。図示のように、
カバーの当該端部はアンテナを収容できる。力を加えると、屈曲面が圧縮または押し潰さ
れてそれ自体が十分に狭まるので、上端を単一体カバーの上端のリップの下に挿入できる
。
【０１１７】
　このような実施形態において、次に、懸架体の第１の支持部がカバーの下にクリップ留
めされるように装置エンジンを傾けることによって、ディスプレイ組立体を単一体の穴に
挿入できる。次に、カバー穴に装置エンジンを挿入すると、新たに挿入された端部懸架体
を圧縮していた力が解放されるので、最初に挿入された端部懸架体が弛緩して懸架体の「
静止時」寸法に戻る。
【０１１８】
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　更に、一部の実施形態において、装置エンジンモジュールの「新たに、すなわち２番目
に、挿入される端部」は、装置エンジンモジュールを中央位置に引き込んで浮動ディスプ
レイ効果の実現を可能にするために、ネジを収容するように構成可能である。固定用ネジ
２２０３は、一部の実施形態においては、ＳＩＭドア２２０１に隠れている。
【０１１９】
　図示のように、エンジンモジュールまたはディスプレイ組立体は、懸架体の孔と連係す
るネジなどの固定用部材に対して位置決め可能であるが、一部の実施形態においては、装
置本体と連係するように構成可能な何れか適した位置決め手段、例えばフランジまたはク
リップ、を用いて、ディスプレイを位置決めできることを理解されるであろう。
【０１２０】
　本願明細書に記載の各例において、結合用または結合対象部品は接続、取り付け、また
は固定されることを理解できるであろう。
【０１２１】
　図２１および図２２には、ガスケット用のさまざまなショアＡ材料の伸張グラフに対す
る振幅応答および荷重を示すグラフが示されている。図示の各例において、ショアＡ値が
４０から５０の間のガスケット（「緑色」）は、ショアＡ値が６０のガスケット（「黒色
」）に比べ、出力がより大きく、１０００Ｈｚから５０００Ｈｚの間の周波数応答がより
平坦である。更に、触覚応答がより良好である。
【０１２２】
　これは、図２２に示されている。この図において、測定された応答の傾斜は、それぞれ
異なるショア定格に関連付けられる曲線ごとに求められている。したがって、より大きな
出力およびより平坦な応答は、より軟質の蛇腹／ガスケットによって実現され得ることを
理解されるであろう。より剛性の蛇腹は、性能の低下をもたらし得る。相対的に剛性の蛇
腹／ガスケットは、例えば成形不良のために、材料の厚みが要求仕様外であることの結果
であり得る。
【０１２３】
　次に、いくつかの代替実施形態について説明する。図２３は、ディスプレイ２３１２を
備えた機器２３１０を示す。このディスプレイは、３Ｄディスプレイである。機器２３１
０は、機器本体２３０２と、ディスプレイ２３１２を機器本体２３０２に界接させる蛇腹
／ガスケット２３０３とを備える。
【０１２４】
　図２４は、図２３のｙ方向（図１について説明したのと同じ座標系を使用）における断
面を示す。この図は、３Ｄディスプレイ２３１２を示す。ディスプレイ２３１２は、可撓
性ＯＬＥＤ要素２３９０を備える。ディスプレイキャリア２３９４を圧電アクチュエータ
２３０１から分離するディスプレイアダプタまたはダンパが２３９２で示されている。可
撓性の蛇腹が２３０３で示されている。この図からは、蛇腹２３０３がディスプレイ２３
１２および機器本体２３０２にどのように界接するかが分かる。シャシが２３１１で示さ
れ、電池が２３１５で示され、ＰＷＢが２３１３で示されている。シャシ固定用ロッドが
２３９６で示されている。
【０１２５】
　図２５は、図２４の実施形態からの僅かな変形を示す。図２５の実施形態では、図２４
のディスプレイキャリア２３９４が省かれている。例えば、可撓性ＯＬＥＤがディスプレ
イの裏面に加わる力に或る程度耐えられる場合は、ディスプレイキャリアを省くことがで
きる。この結果、構造がより軽量化され得る。圧電アクチュエータ２３０１が動かすべき
質量をも減らし得る。したがって、機器をより薄くでき、スピーカの感度がより高くなり
得る。図２５のディスプレイアダプタ２３９２'は、図２４のディスプレイアダプタ２３
９２より大きい。
【０１２６】
　図２６は、さまざまな種類のディスプレイに使用され得るさまざまな種類のガラス（ま
たは何れか他の種類の適した材料）を示す。平坦な２Ｄ材料が２６５０で示されている。
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２．２５Ｄ材料種別が２６５２で示されている。この材料の上面は各縁部に何らかの形状
または断面を有するが、材料の中心部は平坦であることを理解されるであろう。この実施
形態において、下面は全体が平坦である。２．５Ｄ材料種別が２６５４で示されている。
この下面は平坦であるが、上面全体が湾曲している。３Ｄ画像を表示可能な３Ｄ材料種別
が２６５６で示されている。この下面も上面も全体が平坦でない。湾曲をｙ方向にのみ、
またはｘ方向にのみにすることも、あるいはｘおよびｙの両方向に湾曲させることもでき
る。
【０１２７】
　図２７～２９は、圧電ＦＰＣ２７０１をＰＷＢ２７１３に接続するためのばねクリップ
２７８０を示す。この特定の実施形態には２つのばねクリップ２７８０が用いられている
が、任意の数のばねクリップを使用可能であることを理解されるであろう。圧電ＦＰＣ２
７０１は、圧電アクチュエータを収容し、ＰＷＢへの電気接続ももたらし得る。圧電ＦＰ
Ｃによるこの種の電気接続は、組み立てが単純であり、かつ堅牢である。公差の観点から
も好都合であり得る。複数の例示的実施形態において、各ばねクリップの接点は、ＦＰＣ
の非可動区域に設けられ得る。すなわち、圧電アクチュエータの性能を損なわない。
【０１２８】
　図３０に模式的に示されているように、一部の実施形態において、装置はプロセッサ１
５を備える。プロセッサ１５は、ディスプレイ１２に接続可能である。一部の実施形態に
おいて、装置は、トランシーバ（あるいは受信機または送信機）、例えば、セルラー、Ｗ
ｉ－Ｆｉ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、または他の適した無線周波数
のトランシーバなど、を備える。このような実施形態において、プロセッサはトランシー
バ（Ｔｘ／Ｒｘ）１３およびメモリ１６に更に接続される。
【０１２９】
　一部の実施形態において、プロセッサ１５は、さまざまなプログラムコードを実行する
ように構成可能である。一部の実施形態において、実現されるプログラムコードは、各種
ルーチンを含むことができる。これらのルーチンとして、タッチ入力モジュールへの入力
を検出して処理するタッチ処理、入力シミュレーション、または触知効果シミュレーショ
ンコード、電気信号を生成する効果フィードバック信号生成、すなわちこの電気信号が変
換器に送られると装置のユーザへの触知または触覚フィードバックを生じさせることがで
きる効果フィードバック信号生成、あるいはアクチュエータを駆動するためのアクチュエ
ータ信号を生成するように構成されたアクチュエータ処理などが挙げられる。一部の実施
形態において、実現されたプログラムコードは、例えばメモリ１６に格納可能であり、特
に、必要時に何時でもプロセッサ１５が取り出せるように、メモリ１６のプログラムコー
ドセクション１７に格納可能である。一部の実施形態において、メモリ１６は、データ、
例えば用途に応じて処理されたデータ、例えば疑似音声信号データ、を格納するためのセ
クション１８を更に設けることができる。
【０１３０】
　一部の実施形態において、装置１０は、処理手法の少なくとも一部をハードウェアで実
現可能である。換言すると、プロセッサ１５によって実行される処理の少なくとも一部を
ハードウェアで実現し得る。このハードウェアを操作するためにソフトウェアまたはファ
ームウェアを必要としない。
【０１３１】
　一部の実施形態において、トランシーバ１３は、他の電子機器との通信を、例えば一部
の実施形態においては無線通信網を介して、可能にする。
【０１３２】
　ユーザ機器という用語は、携帯電話、携帯データ処理機器、または携帯ウェブブラウザ
など、何れか適した種類の無線ユーザ機器をカバーすることを理解されたい。更に、可聴
音チャネルという用語は、音声出口、チャネル、および空洞をカバーすること、更にはこ
のような音声チャネルは、変換器と一体に形成され得る、または変換器と機器との機械的
統合の一部として形成され得る、ことを理解されるであろう。
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【０１３３】
　通常、本発明のさまざまな実施形態の設計は、ハードウェア、または専用回路、ソフト
ウェア、論理、またはこれらの如何なる組み合わせでも実現され得る。例えば、一部の側
面はハードウェアで実現され、他の側面は制御装置、マイクロプロセッサ、または他の計
算機器によって実行され得るファームウェアまたはソフトウェアで実現され得るが、本発
明はこれだけに限定されない。本発明のさまざまな側面がブロック図、フローチャート、
または他の絵図として例示および説明されているが、本願明細書に記載されているこれら
ブロック、装置、システム、手法、または方法は、非限定的な例として、ハードウェア、
ソフトウェア、ファームウェア、専用回路、または論理、汎用ハードウェアまたは制御装
置、または他の計算機器、またはこれらの何らかの組み合わせで実現されうることを十分
に理解されるであろう。
【０１３４】
　本発明の複数の実施形態の設計は、プロセッサエンティティなどにおいてモバイル機器
のデータプロセッサによって実行可能なコンピュータソフトウェアによって、またはハー
ドウェアによって、またはソフトウェアとハードウェアとの組み合わせによって、実現さ
れ得る。更に、この点に関して、各図に示されているような論理フローの何れのブロック
もプログラムのステップ、または相互接続された論理回路、ブロック、および機能、ある
いはプログラムのステップと、論理回路と、ブロックと、機能との組み合わせを表し得る
ことに注目されたい。ソフトウェアは、プロセッサ内に実装されたメモリブロックまたは
メモリチップなどの物理媒体と、ハードディスクまたはフロッピー（登録商標）ディスク
などの磁気媒体と、例えばＤＶＤおよびそのデータ変形例であるＣＤなどの光学媒体とに
格納され得る。
【０１３５】
　本願の複数の実施形態の設計に用いられるメモリは、ローカル技術環境に適した種類で
あれば何れの種類でもよく、半導体を用いたメモリ機器、磁気メモリ機器およびシステム
、光学メモリ機器およびシステム、固定メモリおよび取り外し可能メモリなど、何れか適
したデータ格納技術を用いて実現され得る。データプロセッサは、ローカル技術環境に適
した種類であれば何れの種類でもよく、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、マイクロ
プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏ
ｃｅｓｓｏｒ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃ
ｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、ゲートレベル回路、およびマルチ
コアプロセッサアーキテクチャに基づくプロセッサのうちの１つ以上を非限定例として含
み得る。
【０１３６】
　本発明の複数の実施形態は、複数の集積回路モジュールなどさまざまな構成要素を用い
て設計され得る。
【０１３７】
　本願において使用される用語「回路」は、以下の全てを指す。
　　（ａ）ハードウェアのみによる回路実装（アナログおよび／またはデジタル回路のみ
による実装など）、および
　　（ｂ）回路とソフトウェア（および／またはファームウェア）との組み合わせ。例え
ば、（ｉ）（１つ又は複数の）プロセッサの組み合わせ、または（ｉｉ）携帯電話または
サーバなどの装置にさまざまな機能を行わせるために連係する（１つ又は複数の）プロセ
ッサ／ソフトウェア（（１つ又は複数の）デジタル信号プロセッサを含む）、ソフトウェ
ア、および（１つ又は複数の）メモリのそれぞれの部分、および
　　（ｃ）ソフトウェアまたはファームウェアが物理的に存在しない場合でも、操作のた
めにソフトウェアまたはファームウェアを必要とする、（１つ又は複数の）マイクロプロ
セッサまたは（１つ又は複数の）マイクロプロセッサの一部分などの回路。
【０１３８】
　「回路」の上記定義は、何れの請求項も含め、本願におけるこの用語のあらゆる用途に
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適用される。別の例として、本願において使用される用語「回路」は、プロセッサ（また
は複数のプロセッサ）またはプロセッサの一部とそれに（またはそれぞれに）付随するソ
フトウェアおよび／またはファームウェアのみの実装もカバーすることになろう。例えば
、用語「回路」は、特定の請求要素に適用可能な場合、携帯電話用のベースバンド集積回
路またはアプリケーションプロセッサ集積回路、サーバ内の同様の集積回路、セルラーネ
ットワーク機器、または他のネットワーク機器もカバーすることになろう。
【０１３９】
　以上の説明は、本発明の例示的実施形態の完全かつ有益な説明を例示的かつ非限定的な
例として提供した。ただし、添付の図面および添付の特許請求の範囲と併せて読まれると
、以上の説明に鑑み、当業者にはさまざまな変形例および改変例が明らかになるであろう
。ただし、本発明の教示のこのような、および同様の、変形例は、添付の特許請求の範囲
に規定されている本発明の範囲に依然として含まれるものとする。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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